
「熟議」から見えてきたものは
第２回全体会（１１月１０日）

）

他部会の取組についての質疑等 後半の取組をさらに深めるためには

□

令和３年度

矢吹町学校運営協議会だより
第２号 ２０２１・１２

１１月１０日（水）１８:３０より、矢吹町複合施設（ KOKOTTO）において矢吹町
学校運営協議会第２回全体会が開催されました。前半は、今年度のテーマに基づく部会
の枠を超えた「熟議」、後半は各部会に戻って「熟議」が行われました。
事前配付資料につぶさに目を通していただいたおかげで、「熟議」開始と同時に活発

な意見交換等が行われ、他部会の取組について共有することが出来たことは大変意義深
いものがありました。また、話し合いの中から共通の課題にもなっている「地域」との
連携のあり方等を模索するための「カギ」となる「キーワード」も見えてきました。

○あいさつをする機会をどう作るかが大切。
○大人と子どもが一緒に「あいさつの大切さ」について学ぶ
場を設ける。
○あいさつをしない（できない）子どもの気持ちを考えるこ
とも大切。
○「キャリア教育」の観点からもあいさつは信用される人間
としての重要な資質であることを教えていく。
○自分たちが住んでいる町の人とのふれあいを通してあいさ
つが広がる。

○大人の関わりが大切。
○基本的なあいさつ（「おはよう」・「こんにちは」・「ごめん
なさい」）は家庭での教育。親の意識を高めたい。

○あいさつと不審者（対策）との兼ね合いが難しい。
○高学年に対しては、「恥ずかしがることが恥ずかしい」と
いう指導を行う。

○幼小で連携した取組が行われていることは素晴らしい。
○他部会の取組について共有できたことは意義深い。 等

「地域学校協働本部と学校運営
協議会との連携」について

次年度から立ち上がる「矢吹町
地域学校協働本部」と CS の連
携の「カギ」についてお話をい
ただきました。
◆地域コーディネーター
（オンライン学習中の大学生の
活用等）
◆学校支援活動の内容の変化
（カリキュラム作りへの参加）
◆「連携」から「協働」へ
（地域からもらいっぱなしでは
なく、 CS 委員がスピーカーと
なって発信を） 等


